
在韓米軍所属のＦ－１６戦闘機及び外来機の飛来に対する意見書 
 

在韓米軍群山（クンサン）基地所属のＦ－１６戦闘機１２機が、３月１０

日から約２週間の期間で嘉手納基地に飛来している。他にも岩国基地所属の

ＦＡ１８ホーネット戦闘攻撃機やハリアー攻撃機も離発着を繰り返し、嘉手

納基地周辺の騒音は外来機の飛来で増大している。 
嘉手納基地の現状は、米軍再編ロードマップに掲げられた沖縄の基地負担

の軽減とは程遠い状況にある。ＰＡＣ３の配備や深夜、早朝の離陸、ＧＢＳ

訓練、パラシュート降下訓練など、基地の運用を理由にますますその機能が

強化され、恒常的に過密な訓練が固定化されている状況にある。騒音防止協

定やＳＡＣＯ合意事項さえも遵守されない現状の中、今回の合同訓練は明ら

かに負担軽減に逆行するものである。 
嘉手納基地において外来機の飛来は、昨年２月１０日から５月１０日まで

の３か月間、最新鋭ステルス戦闘機Ｆ２２Ａラプターが一時移駐したのを始

め、１２月３日から７日には、ＦＡ１８ホーネット戦闘攻撃機３０機と海兵

隊員約６００人が参加し即応訓練を実施して、ＡＶ８Ｂハリアー攻撃機は恒

常的に飛来し訓練を行っている。 
北谷町議会では、これまでにも幾度となく基地機能強化につながる訓練や

外来機の飛来などに対して、関係機関に中止を求めてきたが、何ら改善策も

なく住民の求めている負担軽減に逆行するものであり到底容認できるもので

はない。 
よって、本町議会は、町民の生命、財産、安全を守り平穏で静かな環境を

守る立場から関係機関に対し、厳重に抗議するとともに、下記事項について

速やかに実現するよう強く要請する。 
 

記 
 
１ 嘉手納基地での負担軽減を速やかに実施させること。 
２ あらゆる訓練に伴う外来機の飛来を中止させること。 
３ 騒音防止協定を遵守させること。 

 
以上、地方自冶法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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